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議　事

0. 前回理事会議事録の確認(武居総務部会長)

武居総務部会長より、配布資料の確認を行い、議事録はすでに承認されているとの通知があり、再度、確認のため議事録を読んでいただきたいとの申し出があった。

1. メイル審議についてのおさらい

村瀬副会長より、シニア会員の規約についてメール審議の通り承認済みとの説明があった。また、内藤筆頭副会長より，シニア会員の設置および会費滞納者等の会員資格停止等に関して会則の改定案の説明が行われ，メール審議で得られた意見が紹介され、原案通り承認された旨の報告があった。さらに、村瀬副会長より実験データ映像館運営委員会の運営内規について、メール審議の結果，賛成多数で承認された旨報告があった。

そして、村瀬副会長より、実験データ映像館運営委員会メンバーの案が示された．気液関係のメンバーが多いことが懸念であるが，固気のメンバーの追加を今後検討することを考える旨説明があった．また，科研費の申請を中心とする運営経費と収集したデータの公開性について説明がなされ、原案通り承認された。

2. 会長選挙の結果について(武居総務部会長)
　武居総務部会長より、関選挙管理委員長からの会長選挙の結果が報告された．

3. 新規入会退会者の報告(武居総務部会長)

武居総務部会長より、入退会希望者が報告され、入会希望者を承認するとともに，退会希望者の対応について協議した．入会希望者への連絡方法について協議し，入会希望があった場合には速やかに入会の承認を行うこと，新規入会者には礼状とバックナンバー1冊を送付することとした．退会が決定した場合には速やかにMLから外すことができる体制を整えることとした．年会講演会実行委員には入会勧誘する予定である旨報告された．

4. 事務局PCおよび棚の購入について(武居総務部会長)

武居総務部会長より、事務局からの希望により，情報管理等を目的としてPCを購入した旨報告があり，理事会として承認した．

5. 名簿について(武居総務部会長)


　武居総務部会長より、今年度発行予定の名簿案が示され、原案通り承認され、年会講演会で販売することとした。

6. 会誌広告の結果とその対策について(武居総務部会長)

武居総務部会長より、会誌への広告掲載申込みが2件あった旨報告された．理事会メンバーは，今月中を目処として維持会員あるいは広告掲載拡大のため努力してほしい旨、要請があった。

7. 学会誌「混相流」のJ-Stage掲載について(土屋情報部会長) 

土屋情報部会長より、理事会からの意向を受けて，編集委員会においてJ-Stage掲載に関して議論を行い，最終的にJ-Stage掲載に賛成と決定した旨が土屋情報部会長より報告された．J-Stageにおける掲載時期は，会誌発行とほぼ同時と予想されることが報告され、理事会として，編集委員会の決定を承認した．

8. 情報部会報告(土屋情報部会長)

土屋情報部会長より、編集委員会活動に関し，論文投稿状況，反省点，特集記事編集状況・方針，年会講演会論文特集号編集方針について報告され、さらに、インターネット運営委員会および混相流ハンドブック出版委員会の活動状況について報告された。特集号発行に伴う校正作業のやり方について議論し，カメラレディ原稿とするのが現実的ではないかとの意見が出され、承認された。

9. 日本学術会議水力学・水理学専門委員会報告(社河内委員) 

　社河内委員より，これまでと今後の日本学術会議水力学・水理学専門委員会の開催状況について紹介があり、年会講演会における混相流シンポジウムの開催形態について学術会議との関係をよく考慮する必要がある旨意見が述べられ、この点について継続審議とした。

10. 年会講演会・シンポジュウム委員会報告(小泉実行委員長)

　小泉実行委員長より年会講演会・シンポジウムの準備状況の報告が為された（講演件数は230強，広告・展示リスト，参加登録状況，プログラム，会計，会議室予約状況，学会誌講演会論文特集号）．来年度以降の混相流シンポジウムの開催形態について協議した．

11. 学生会報告(細川学生会理事) 

細川学生会理事より、学生会夏季セミナーの準備状況および学生優秀講演賞実施方法について報告が為され、承認された。

12. 2004年度総会の手順について

　武居総務部会長より、総会・表彰式式次第（案）が示され、報告事項と承認事項を明確化することを目的に修正を行った旨報告され、総会・表彰式を円滑に遂行することを目的に総務部会で作成したマニュアルが示された．委員会委員長は新理事会の承認事項になることをよく認識して総会進行を行う必要がある旨について協議した．総会の進行円滑化のため，メール等の連絡手段を用いて評議員の承認手続きを事前に行うこととした．

13. 2004年度総会資料の検討

　武居総務部会長より、総会資料・2004年度収支決算書・2005年度予算案について、説明があり、担当箇所を中心に総会資料のチェックを行い，適宜修正を行った．指摘事項を修正するとともに収支決算書についてはすべての勘定を含め，修正を済ませた資料を改めて全理事に配布し，メール審議することとした．

14. 次年度申し送り事項

　武居総務部会長より、次年度理事会への申し送り事項（財源の安定化，評議員選出に関連する人事関係項目，会費自動引落しの推進，会則13条見直しの可否，J-Stageの運用，学術会議委員後任，混相流シンポジウムの明確化）の確認を行った．

以上

作成者：総務部会長　武居昌宏
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